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株式会社建設技研インターナショナル

設 立
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海外拠点

事業分野
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1999年
1億円
169人
東京都江東区
マニラ、イスラマバード、ウランバートル、
プノンペン
水資源、防災、道路・橋梁・交通、環境、
社会開発、上水道、下水道・排水、
エネルギー
技術職（開発コンサルタント）、
国際協力機関支援業務
新卒採用：５〜７名
中途採用：随時
〒136-0071　
東京都江東区亀戸2-25-14 
立花アネックスビル
03-3638-2561
shinsotsu@ctii.co.jp（新卒）
recruit@ctii.co.jp（中途）
https://www.ctii.co.jp
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海
外
業
務
を
専
門
と
す
る
技
術

者
集
団
、
建
設
技
研
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
（
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｉ
）
は
、
日

本
で
最
初
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
で
あ
る
建
設
技
術
研
究
所
（
Ｃ

Ｔ
Ｉ
Ｅ
）
か
ら
１
９
９
９
年
に
独

立
。
水
資
源
・
防
災
、
道
路
・
交

通
、
都
市
・
環
境
の
３
分
野
を
柱
に
、

１
０
０
カ
国
以
上
に
及
ぶ
開
発
途

上
国
の
発
展
を
支
え
て
き
た
。

　

海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
調
査
・

計
画
、
設
計
、
施
工
監
理
か
ら
人

材
開
発
ま
で
一
貫
し
た
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
が
、
例
年
、
内

外
の
学
会
や
団
体
か
ら
複
数
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
技
術
者
が
表
彰
を

受
け
る
な
ど
、
技
術
力
は
高
い
評

価
を
得
て
い
る
。

　

ま
た
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
多
様

化
の
一
環
と
し
て
、
国
際
協
力
機

構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
以
外
の
ド
ナ
ー

や
、
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）

卒
業
国
政
府
や
現
地
民
間
企
業
か

ら
安
定
し
た
受
注
を
す
べ
く
、
海

外
拠
点
の
強
化
・
拡
大
と
現
地
化

（
海
外
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
の
連
携
、

Ｍ
＆
Ａ
）
を
推
進
し
て
い
る
。

　

同
社
で
は
、
入
社
後
４
年
間
は

母
体
で
あ
る
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｅ
に
出
向
し

て
国
内
業
務
に
従
事
し
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
と
し
て
の
基
礎
を
学
び

技
術
を
磨
く
。
内
外
か
ら
高
い
評

価
を
受
け
る
技
術
力
の
基
礎
が
こ

こ
で
培
わ
れ
る
。
そ
の
後
自
社
に

戻
り
、
海
外
で
経
験
を
積
み
な
が

ら
さ
ら
に
力
を
付
け
て
い
く
こ
と

に
な
る
。

　

同
社
で
は
２
０
２
５
年
ま
で
の

売
上
高
１
０
０
億
円
達
成
を
目
標

に
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
に
、

新
し
い
提
案
が
で
き
る
世
界
レ
ベ

ル
の
人
材
を
人
材
育
成
の
ゴ
ー
ル

と
し
て
設
定
し
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｔ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
全
体
と
し
て

技
術
の
多
様
化
、
国
際
事
業
の
分

野
拡
大
・
市
場
拡
大
へ
対
応
す
る

た
め
に
、
新
卒
・
中
途
と
も
に
グ

ル
ー
プ
間
で
連
携
し
て
採
用
活
動

に
力
を
入
れ
る
な
ど
、
今
後
は
さ

ら
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
背
負

っ
て
い
け
る
人
材
に
期
待
を
か
け

て
い
る
。　

１
０
０
カ
国
以
上
の
発
展
を

支
え
て
き
た
技
術
者
集
団

世
界
レ
ベ
ル
の
人
材
を
育
て

事
業
の
発
展
を

大きな仕事に使命感
を持って取り組める

自分の熱意と相手の
熱意が感応した瞬間

道路・交通部
澤田 賢太郎さん

岐阜工業高等専門
学校環境都市工学科、
建設工学専攻科を卒業

建設技術研究所に入社

建設技研インター
ナショナルに入社

　中学を卒業し、高専で土木を学び始めたことを
きっかけに、建設技術研究所に入社しました。入社
後、山岳トンネルの設計業務を中心に従事し、4年
半勤務した後に退社。転職活動中に、偶然にも当社
社員から国際業務の話を聞く機会があり、自分の専
門性を海外で活かしたいと思うようになりました。
　国内での業務とは異なり、多岐にわたる専門家と
チームを組み、調査、設計、施工監理、能力開発な
ど幅広い業務に従事できるところが海外業務の魅力
だと思います。また、現地作業では現地の生活環境、
文化、地域住民の声などを通して、国際協力の重要
性や大きな責任感や使命感を感じることができます。
入社した時点では英語能力も低く、現在も苦労する
場面はありますが、大きな規模の仕事がしたい、自
分の専門性を海外で活かしたいという志を持ってい
る方にはぜひ挑戦してほしい業界だと思います。

　昨年末までケニアの道路維持管理に関するプロジェクトに携わっていま
した。ケニア国道公社の職員に対し、道路維持管理業務の外部委託におけ
る監理能力を強化する人材育成プロジェクトです。「道路調査」というポ
ジションで、スマホを活用した路面性状評価システムの導入と活用方法に
ついて指導しました。
　国道公社の職員たちは非常に熱心で、指導した内容の吸収も早く、指導
する側としても非常にやりがいを持って取り組むことができました。
　また、指導した職員自らが講師役となり、他の職員に指導するためにト
レーニングを開催したり、公社内の定期路面調査（年点検）のツールとし
て本システムの使用を規
定したりするなど、その
積極的な行動力には非常
に驚かされました。今後
は前職でも手掛けていた
トンネルの設計・施工監
理を途上国でもやってみ
たいと、チャンスを待っ
ているところです。

技術セミナーの様子

パキスタン国東西道路改修事業（国道
70号）


